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１．はじめに 

近年、少子高齢・人口減少社会の本格的な到来を

はじめ、わが国の都市をとりまく社会情勢が大きく

変化する中、市街地の道路空間について、空間再配

分や施設更新、多目的利用を通じて、公共空間とし

ての多様な機能をバランス良く発揮させることが求

められている。そこで、2014年度より国内外におけ

る道路空間再編の取り組み事例を調査し、現場で培

われてきたノウハウ・アイデアの蓄積・共有に取り

組んでいる。 

２．デザイン図集の作成 

2017年度は、国内外における道路空間再編事例の

中から、機能・空間形態に基づく13のデザインパタ

ーンを抽出し（図-1）、各デザインパターンの採用

にあたり考慮すべき諸条件、期待される効果、計画・

設計上の技術的な留意事項の検討を行った。 

調査の成果は、行政や民間における道路設計の実

務者が、市街地における人間本位の道路空間デザイ

ンを検討する上で参照可能な図集形式の技術資料と

してとりまとめた。（図-2） 

３．効果計測の手引き作成 

道路空間再編においては、道路空間の機能拡充・

質的向上が地域へ与える効果を、従来の３便益だけ

でなく、社会、経済、環境等、様々な角度から捉え、

関係者に対するアカウンタビリティの確保、及び事

業のさらなる改善に役立てることが重要である。 

そこで、道路空間再編のシナリオ別に中間アウト

カムと最終アウトカムの因果関係を整理したロジッ

クモデルを構築するとともに、各アウトカムについ

て、指標の説明力とデータ入手の難易度を考慮した

評価指標とその計測手法のパッケージを検討し、手

引き形式の技術資料の素案をとりまとめた。（図-3） 

 

図-1 道路空間再編における13のデザインパターン 

 

図-2 デザイン図集の構成イメージ 

 

図-3 シナリオ別の指標と計測手法のパッケージ 

☞詳細情報はこちら 

1) 国総研資料 No.1026  

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1026.htm 
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